
 

 

＊下記の太字のところを一緒に声を合わせましょう。 
＊座席（ざせき）とマスクはご自由（じゆう)にどうぞ。 

2024 年  １月 ２１日 主日礼拝（10：15） 
司式：飯田長老  奏楽：中村 

≪神のみ前に近づく≫ 

前   奏  
序   詞（ヴォタム）        
 わたしたちの助けは、天と地を造られた神からきます。 
                                   アーメン。 
あいさつ                  

主イエス・キリストの恵みと、神の愛と、聖霊の
交わりが、あなたがたとともにありますように。     
そして、また、あなたとともにありますように。 

アーメン。 

讃 美 歌  ８－１節（心の底より） 

罪の告白  (声を張り上げないで共に祈ります) 
 

父なる神さま、新年の歩みを始めているさなか
でも、自分の弱さと愚かさに何もかもいやになっ
てしまいそうな時があります。そのような私たち
を憐れんでください。その愚かな罪を赦し、あな
たから離れないように支え、導いてください。あ
なたに守られていることに感謝し、周囲の人々に
少しでも優しく接する者となりますように。   
主よ、混沌とした状況が続いています。私たち

に為すべき業を示し、癒しの道を与えてください。
この世界に良き交わりを取り戻させてください。 
 
「主よ、あなたの道をわたしに示し 

あなたに従う道を教えてください。 

あなたのまことにわたしを導いてください。 

あなたはわたしを救ってくださる神。 

絶えることなくあなたに 

望みをおいています。」 （詩編 ２５：４～５） 
 

＊しばらく黙祷の時をもちます。   
 

主よ、私たちの心と体を生き返らせ、喜びで満た
してください。御名によって祈ります。アーメン 

 

讃 美 歌  ３２（キリエ）＝座ったまま 

赦しの確認と保証 （司式者のみ） 

＊主の赦しと慰めの言葉をお聞きください。  

アーメン。  

讃 美 歌  １２８－１～３節（悪は罪人の） 

≪神のみ言葉の宣教≫ 

聖   書  
イザヤ書 ４０章６～１１節（旧 p1124） 

     これは神の言葉です。   
       神に感謝します。 

ルカによる福音書 １章１～５節（新 p99） 
これはキリストの福音です 

主なるキリストを賛美します。 

み言葉を求める祈り（司式者） 

讃 美 歌  ４４６－１～３節（主が手をとって～） 

説 教  『ルカ① ― 私たちの間で 
実現したこと』 

祝福の祈り 武田 真治 牧師 

≪神への応答≫ 

讃 美 歌  ５５－１～３節（人となりたる神の～） 

信仰告白   （使徒信条＝讃美歌 ９３-４-1） 

献 金     奉仕者：相浦  浅井 

とりなしの祈り（司式者） 

主の祈り  ９３－５ ＝ともに祈りましょう 

報 告  

讃 美 歌  ２９ (天のみ民も) 

祝   祷    武田 真治 牧師 

後   奏  報告と退場 

受付：飯島 岡  礼拝：金刺長老 

 

◇本日の礼拝と集会 
・本日礼拝前に日曜学校、聖書輪読会と求道者会。

礼拝後、お茶の会と牧師と語る会(最近、教会に来

られている方を囲んで)を持ちます。その後、日曜

学校教師会とオリブの葉編集委員会と幼稚園理事

会が予定されています。また、午後４時より関東

改長協の委員会があります。各々ご出席ください。 
 
◇次週の礼拝と今後の予定、お知らせ 

・次週礼拝前に日曜学校礼拝、聖書輪読会と求道者

会を持ちます。礼拝後、お茶の会(ロビー)と牧師

と語る会(礼拝堂前方)を持ち、その後に各委員会

を持ちます。よろしくお願いします。 

・「ひつじ雲の会」を今週火曜日午後１時半より持

ちます。どうぞご参加ください。 

・次週礼拝後、求道者会と青年会合同で「中村泰人

君の受洗お祝会」を持ちます。どなたでもどうぞ！ 

・昨週礼拝後「成人祝福の祈り」を岩井叶枝さんを

囲んで献げました。あめでとうございます。 

・昨週、壮年会の新年の食事会と婦人会の新年会が

持たれました。各々よき時となりました。ご奉仕

くださった各役員の方々に感謝します。 

・昨週「ハンナの会」のご奉仕に感謝します。 

 
◇上尾富士見幼稚園より 

・調理場に新しい業務用冷蔵庫が入りました。お使

いください。尚、お掃除等で表面をアルコール等

の消毒剤で拭かないようにお願いします。 
 
◇個人消息 
 
 
 
 
 
◇牧師予定 22～25日園お迎え､22～26日毎夕方通院 
24日教区委員会、祈祷会25日祈祷会27日教会掃除  

＜武田より＞・今週から『ルカ福音書』の連続講解説教に 
になります。ただし、月末は『詩編』の講解を続けます。 


